












































rjdto +ムt)> A2σ白β (2)
隣接と解離の判定には A1ニ 1.1， A2 = 1.6 (2D)， A1 = 
A2 = 1.5 (3D)を用いたが，これらの数値を多少変えても
結果は大きく変わらない.時間間隔ムtが大きくなるととも
に生き残るボンドの数はほぼ指数関数的に減少し初期の
偵の e-1になるムtをボンドの平均寿命 Tb= Tb(T，す)(渦
度 Tとシア速度?の関数)と定義する.
関2は，図 1の粒子配置から時間間隔 [to，to + O.05TbJの

































Sb(q) = ( !乞叫(iq.Rjk)! ) (3) 













~~ +fぽヂ 偽-#+ . + v' 
「さJ?図 1の粒子配置からムt= O.OSTbの聞に消滅した， (1)，(2)式で定





|背J 3:図 2と同じく.閲 1の粒子配置からムt= O.05Tbの間に消滅した



















































Tu cx: e (6) 
(4) 





































































サルな関係. (a)は2次元， (b)は3次元の結果である.実線は (6)式
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図 6: (7)式で定義された密度相関関数 F(q，t)のプロット.2次元系
T = 0.526の過冷却状態の結果である. Iql = qrn = 5.8. (a)， (b)， 
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